
1．豊臣の石垣から徳川の石垣へ
－天下普請の巨石群－

織豊時代から江戸時代初期にかけてのおよそ半世紀

は、城郭構造が大きな変化を見せた画期的な時期にあ

たる。なかでも、城郭の基礎をなす石垣についてはそ

の使用石材から積み上げ技術までがこの期間に大きな

発展を遂げたと評価できるが、大坂城跡にはこの間の

変化を物語る石垣－豊臣秀吉の築城工事にともなう石

垣と徳川秀忠の再築工事にともなう石垣－が、一方は

地下に他方は地上にという形ではあるものの、二つな

がら残されている。これら大坂城の石垣は、二人の天

下人が関白や将軍としての絶大な権力を背景にして当

時得られるかぎりの先端技術を駆使して作り上げたも

のにほかならず、そうした意味で誠に稀有な遺跡と言

えるであろう。

（1）豊臣秀吉の築いた大坂城の石垣

秀吉は、天正11年（1583）4月に賤ヶ岳合戦で柴田勝

家を破ると6月早々に来坂し、新たな城郭の築造に着手

した。『柴田合戦記』などによれば、9月はじめに開始

された工事はまず本丸の石垣築造を目指したという。

この本丸石垣は、徳川秀忠による再築にあたって埋め

られてしまったが、1984年の発掘調査でその一部が姿

をあらわした（【図1】）。その知見によれば、石垣は

野面
の づ ら

石・粗
あら

割
わ

り石が中心で、出
で

角
すみ

部では古代の礎石も

転用しながら素朴な算木積みを形成していた（1）。

このように、この段階で使われた石材の大半は、野

山や河原から採集される野面石やそれを2、3個に分割

した粗割り石、さらに転用石などであった。したがっ

て、どうしても石の大きさや形状は不揃いとなるから、

安土城の石垣修復に携わられた石工
い し く

故粟田万喜三氏の

「（集められた）石が行きたいところに行かしてやる

（のが極意）」、との発言がある（2）ように、それら不揃い

の石を如何にうまく配置して積み上げるかが石積み技

術者の腕の見せ所であった。

ではこうした技術がいつごろから見られるのかとい

うと、その点で参考となるのが平安時代後期の成立と

される『作庭記』（3）の次の記事である。

一、立石口伝

石をたてんにハ、先大小石をはこびよせて、立べ

き石をばかしらをかミにし、ふすべき石をばおも

てをうへにして、庭のおもにとりならべて、かれ

これがかどをみあハせ　　、えうじにしたがひて、

ひきよせ　　たつべき也。

石をたてんにハ、まづおも石のかどあるをひとつ

立おゝせて、次々のいしをバ、その石のこはんに

したがひて立べき也。（後略）

（林屋辰三郎校注「作庭記」
『日本思想体系23－古代中世芸術論』岩波書店、1973）

大小さまざまな石をいったん庭に並べてそれぞれの

大きさや形状を考慮し、角がうまくかみあうようにし

て配石する様が見て取れるが、ここで注意したいのは

後段「その石のこはんにしたがひて立べき也」の解釈

であって、林屋氏の言われるように、「こはん＝乞はん」

であれば、その石が行きたいと望むのに従って石を立
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と題して講演していただいた。ここにこの要旨を掲載する。



てるべきであるの意となり、まさに粟田氏の言われる

「石が行きたいところに行かしてやる」こととなる。も

ちろん、庭園の立石と城郭の石垣とは成立事情も規模

も異なるので両者の技術を軽々に同一視することはで

きないが、どちらも不揃いの石を多数組み合わせて扱

う点は共通している。おそらく大局的に言えば、安土

城や豊臣期大坂城に代表される織豊期までの城郭石垣

築造技術は、こうした古代以来の集石・配石技術の伝

統と共通する基盤の上に立ったものであると評価でき

るのではないだろうか。

（2）徳川秀忠の築いた大坂城の石垣

慶長20年（1615）に焼亡した大坂城は一旦徳川家康

の外孫松平忠明に与えられたが、2代将軍徳川秀忠はそ

の政治的・軍事的重要性に鑑み、大坂の城と町とを直

轄地とした上で豊臣時代の残滓を留めた城跡を地中に

埋没させ、その上に盛土してまったく新たに巨大な城

郭を築き直すこととした。再築工事は西国・北国64大

名からなる天下普請として元和6年（1620）から始めら

れ、南外堀の補修工事を終えた寛永7年（1630）に至る

3期11年の歳月をもって完成している。この普請に伴う

石垣用材は、そのほとんどが六甲山東南麓や小豆島を

はじめとする瀬戸内海の島嶼から産出する花崗岩であ

った。

香川県小豆郡土庄町（小豆島）の小海
お み

の海岸には、

今も再築大坂城の残石が残されている（香川県指定史

跡）。この小海は細川家の石切丁場であること（4）から、

これらの石も細川家が切り出したものと思われるが、

それについて参考となるのが、最近北垣聰一郎氏が公

表された次の史料である（5）（算用数字を使用されている

部分もあるが、そのままとした）。

「元和七年塩飽・小豆嶋御仕置石数之覚」

（細川家・永青文庫所蔵文書）

石高881 小豆嶋

内　1ツハ　三間角　但あらハリ竹内吉兵衛・沢

形右衛門切出申候

9ツハ　二間角ノあらハリ同人きらせ申候

3ツハ　二間角ノ角わきあらハリ同人きらせ

申候

59ハ 築石同人きらせ申候
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【図1】豊臣時代大坂城本丸石垣（天正11年築造）
（左端が出角部で、素朴な算木積みを呈する。大きな石は転用された古代の礎石）
（大阪城天守閣提供）

転用石�



809ツハ　築石嶋又左衛門・佐藤安右衛門き

らせ申分

右之請石何も能見帰申候

（以下、塩飽のことにつき略－引用者）

これは、小豆島に存置されている大坂城用の881個の

石について、角石
すみいし

・角脇石
すみわきいし

・築石
つきいし

の3種類に分類してそ

れぞれの内訳数を挙げたものである。角石・角脇石は

石垣の出角部の積み方である算木積みを構成する直方

体に切り出された大形の規格石のこと、また築石はそ

れ以外の石垣石として使われた、やはり直方体の規格

石のことである。この段階（1620年代）ではすでに城

郭の石垣用材は基本的には3種類の規格石に統一されて

いたことがわかるが、こうして築き上げられたのが

【図2】の石垣（東外堀）で、出角部の仕様を【図1】の

それと比較すれば、このわずか40年の間に石の規格化

や石積み技術において長足の進歩のあったことは歴然

としている。その画期を明確にするにはいまだ難しい

側面があるとしても、私は関ヶ原合戦後に徳川家康・

秀忠親子によって進められた一連の天下普請が大きな

役割を果たしたのではないかと考えている。

ところで、大坂城再築の総普請奉行に抜擢された戸

田氏鉄（摂津尼崎城主）の領地は攝津国川辺・武庫・

兎原・八部・有馬の5郡（現・尼崎市・宝塚市・西宮

市・芦屋市・神戸市など）に及ぶものであったが、な

かでも川辺・武庫・兎原・八部郡域に含まれる東六甲

地域は花崗岩の産地として著名であった。再築に際し

てこの東六甲からも多量の石材が採集されているが、

その状況についてはこれまでの芦屋市教育委員会や

「芦の芽グループ」による調査・検討によって、大きく

6群ないし7群の刻印（石に刻まれたマーク）群に分か

れて存在することが分かってきた。その最東端のグル

ープは、西宮市甲山を中心に分布するので甲山刻印群
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角脇石�
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【図2】徳川時代大坂城東外堀石垣（元和6年築造）
（出角部の見事な算木積み－京極高知と京極忠高の丁場鏡。
調査のため刻印にチョークが入っている）（大阪城天守閣提供）

【図3】甲山刻印群E地区における残石分布図
（関西学院大学考古学研究会提供）



と呼ばれている。この刻印群E地区からは関西学院大学

考古学研究会の手によって多くの刻印が発見されてい

る（【図3】）が、その大部分が大坂城では佐賀藩主鍋島

勝茂の石垣丁場から発見されるものである。これにつ

いて、鍋島勝茂の年譜である「勝茂公譜考補」は興味

深い記事を載せている。

○今年（寛永元年－引用者）春より大坂御城石垣御

普請有之、天守石垣十九間御請取なり、・・・福

地六郎右衛門・園田利兵衛は、先達て罷立、戸田

左門殿領内広田山へ取置きたる三間角石并石垣、

石船にて段々大坂へ致運送、・・・

○御普請方の衆、佐嘉を発足し、下関より乗船し、

広田山に至り、福地・園田か先達て取置きたる三

間角石并に石垣石を、二百人奉行等船本へ下し、

石船にて大坂へ運送し、・・・

（佐賀県立図書館編『佐賀県近世史料　第一編第二巻』
佐賀県立図書館、1998）

これらの記事によって、寛永元年（1624）の天守台

構築にあたって佐賀藩が19間分受け持ったこと、その

石材確保にあたる普請奉行らがあらかじめ佐賀から下

関を経て戸田氏鉄領内の広田山へと至ったこと、そし

て広田山に取り置いていた長さ3間の角石をはじめ多く

の石を200人もの人力で浜辺に下し、石船にて大坂まで

運送したことなどがうかがわれる。

こうしたことから、現在甲山に残されている石材群

は佐賀藩が切り出した大坂城の残石と考えてよく、そ

の場合史料にあらわれる広田山（現在は広田神社のあ

る甲山南方約2.5kmの丘陵をいう）とは、おそらくこの

甲山を指すものと考えてよいのであろう（6）。

このように、再築大坂城は天守台はもとより全城域

にわたって総計およそ100万個にも達する花崗岩の巨石

（5～20トン級）を積み上げた石垣からなるため、参加

した大名家による石の切り出し・運搬・積み上げの労

力には想像を絶するものがあった。ただ、そうした労

苦は多かれ少なかれ天下普請の城郭築造に共通するも

のといえるが、彼らは大坂城においてのみさらに巨大

な“超巨石”（いかにも熟さない語であるが、ほかに適

当な言葉も見当たらないので便宜使用する）とでも称

すべき石材群を運んできていたのである。

2．超巨石をめぐる文化史的課題
（1）E・サトウも驚いた桜門枡形の巨石

本丸桜門枡形の正面に位置する見附石（寛永元年運

搬・据付）には、蛸石の愛称で知られる城内第一の巨

石［5.5m（高さ）×11.7m（横幅）×0.75m（推定奥

行）×2.7（比重）≒130.3トン］をはじめ、振袖石・烏

帽子石などと称される超巨石が立ち並んでいる。いず

れも備前岡山藩主池田忠雄が運ばせたものだが、なか

でも蛸石は、『寛永諸家系図伝』池田忠雄の項に「寛永

元年、大坂桜の門の石垣を築。一の大石あり。たて四

間、よこ八間也」とあるのがそれと思われ、据付当初

から特筆すべき巨石であったことが分かる。また、二

之丸京橋口枡形の見附石（元和6年運搬・据付）にも肥

後石と呼ばれる超巨石［推定重量≒120トン、城内第二

の巨石］があるが、これも池田忠雄が領内の豊富な花

崗岩を切り出して運ばせたものである。

ところで、前者すなわち桜門枡形の超巨石について

は、枡形の多聞櫓が慶応4年（＝明治元年）1月9日の城

内大火で焼け落ちて間もない同年1月20日（1868年2月

13日）、大坂城を訪れたイギリスの外交官アーネスト・

サトウが次のような見聞記を残している。

私たちは、巨大な岩石、一番大きいのは四十二フ

ィートに十六フィート、あるいは三十五フィート

に十八フィートというような巨石で畳んである門

を通って、本丸の中へ入った。本丸も石造りのと

ころが残っているだけで、どこかに古代ギリシャ、

チリンスのサイクロプスの城壁（訳注　神話の巨

人族が造ったという巨石をつんだ城壁）の面影が

あった。壮麗な城の建物は跡形もなく姿を消し、

半焼けの瓦におおわれた平らな地面だけが、前に

建物のあったことを物語っていた。（坂田精一訳

『一外交官の見た明治維新』下（岩波文庫）、1960）

ここで、サトウのいう「一番大きい」石が蛸石を指

すことは言うまでもない。おそらく彼の目を驚かせた

これらの超巨石は、前近代に切り出された石としては

世界最大級のものであろう。

（2）「肥後石」再考

江戸時代の大坂城図にはさまざまなものが知られて

いるが、関西学院大学所蔵の大坂城図（【図4】）は極細

の墨書と朱書によって書き込まれた多くの注記によっ

て特異な位置を占める。その成立は嘉永元年（1848）

以降に下る（7）が、墨書注記には各門口や諸施設を紹介

するものが多いのに対して、朱書注記には施設の管理

状況や変遷を示すものが多く、今後の全面的な解読が

待たれる好史料である。

さて、本図の本丸桜門枡形部分に注目すると、次の

ような墨書注記がある。

袖石トテ振袖ノ如ク、鮹石トテ鮹形、鶏石トテ

鶏ノ形

袖石とは先に述べた振袖石のこと、鮹石とは蛸石の

ことであるが、ここで興味を惹かれるのは鶏石という

石の記載があることで、これまで大坂城にこうした愛
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【図4】関西学院大学図書館蔵「大坂城図」

岡本良一「肥後石考」（日本城郭協会編・刊『大阪城とその周辺』1962）を改訂�
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摂営秘録�
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あり（京橋門・本丸桜門など複数ありとする）�
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あり（「肥後石とか唱ふる」大石あり）�

なし�



称の超巨石があることは知られていなかった。新しい

知見であり、大阪城ボランティアガイドの皆さんにお

話ししたところ、さっそく“鶏石”捜しが始まっている。

ところで、左下表は岡本良一氏が「肥後石考」のな

かでこれら大坂城の超巨石の愛称がいつごろから史料

にあらわれるかを示された表を一部改めたものである。

岡本氏はそのなかで、肥後石という超巨石は実際は

池田忠雄が運ばせてきたのであるが、秀吉股肱の臣で

ある加藤肥後守清正が伝説的な築城の名手であり、し

かも丁度都合よく息子の加藤肥後守忠広がこの大坂城

普請に参加していたためかく名付けられた、つまり二

重に誤った命名だと説かれたのである。しかし、これ

は少々うがち過ぎたお考えではないだろうか。

池田忠雄が京橋口や桜門の超巨石を運んできたよう

に、忠広もそれに劣らぬ超巨石（大手枡形の石垣）を

運んできていることを示す次のような史料がある。

池田宮内殿、長さ七間、横三間之石此比被引候ニ

付、加藤肥後守殿九間半之石被引由候、ヶ様成石

世上ニ有之物ニて候哉と申事、何も太鼓、鼓、笛、

女人なとはやし候由候、
（「薩藩旧記増補」『大日本史料 第12編之33』東京帝国大学、1938）

これは、薩摩島津家の家臣が大坂普請の様子を国許

に出した手紙であるが、池田忠雄（宮内少輔）と競う

ように加藤忠広もにぎにぎしく巨石を城内に搬入して

きた様が記されている。当時はその盛儀がずいぶん話

題となったものであろう。

それはともかく、この両者について気になる記事が

『金城聞見録』にある。それは、蛸石の解説のなかに

「左の角に加藤侯の紋を鐫たり」とあるもので、加藤侯

すなわち加藤家の紋が蛸石の左角に彫ってあるという

のである。加藤家の紋所といえば桔梗紋か蛇の目紋で

あろうが、それがどうして蛸石に彫ってあるというの

だろう。そこで改めて注目されるのが、肥後石が京橋

口のほか本丸桜門や城内諸所にもあるとした『摂営秘

録』のなかの次の記事である。

此外肥後殿と名付候大名石
（だいめいせき）

いろ　　有之候得共、

繁候
（ママ）

なれは略之

（中村勝利校注『摂営秘録（大坂城の記録）』
日本古城友の会、1978）

とすれば、ここで蛸石も数ある肥後石のひとつでは

なかったかという考えに思い至る。もちろん、池田忠

雄が運んできた蛸石に加藤家の紋など見当たらない。

そういう意味ではこの記事は単なる誤りにすぎないが、

蛸石や振袖石というのが石自体に即した愛称であるの

に対して肥後石の方は大名の名にちなむものであるこ

とに注意すれば、上の表で蛸石・振袖石・竜虎石があ

り、肥後石がない（あっても不安定）のも実は両者の

愛称の次元が異なっていたからだと推定しうる。少な

くとも『大坂城中秘見写』が書かれた嘉永元年頃まで

は、肥後石とは特定の個体をあらわすのではなく城内

にある超巨石の代名詞であったと考えたい。

では、こうした城内諸所に肥後石ありとする伝説は

どうして生まれたのであろうか。その背景を考える上

で注目されるのが、大手枡形内や千貫櫓付近、それに

内堀の石垣などに加藤忠広の運搬・据付を証拠立てる

刻印「加（藤）肥後守内」のある超巨石や巨石が残さ

れている事実である（8）。つまり江戸時代、大坂勤番の役

人は城内諸所で加藤肥後守の名を刻んだ巨石を目にす

ることがあり、いつしか大坂城の超巨石はすべからく

加藤忠広が運ばせた肥後石だという伝説が生じたので

はないか。とすれば、京橋口の肥後石の由来もわざわ

ざ清正に求めずとも忠広に帰せしめることが可能であ

る。いずれにしろ、一番割を食ったのは実際に石を運

んできた池田忠雄ではあったのだが。
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